
九州住宅保証株式会社
（省エネ適合性判定）
【計画書等の記名・押印の記載方法】
九州住宅保証のホームページ　建築物エネルギー消費性能適合性判定のページ
http://www.kjhc.co.jp/shoenetekihan.html

必要書類をこちらからダウンロードくださいませ。
「5.設計内容説明書」では、設計内容説明書のほか、
・「計画書第四面・五面集約版」
・「設備仕様書（住宅⽤）」
・「計算書・設備資料表紙」
も作成できますのでご利⽤ください。



■申込書の記載方法

九州住宅保証のホームページ　掲載ページ
https://www.kjhc.co.jp/download.html#shoenetekihan

・「各種ダウンロード」画面中段に掲載しています。
建築物エネルギー消費性能適合性判定の欄、
「2.申込書」Excelシートよりご利⽤ください。
・2枚目の「省エネ適判申請図書チェックリスト」も合
わせてご申請ください。

⻩⾊ハッチ部分をご確認く
ださい

質疑回答票はメールで送
付します。

請求書の宛名をご確認くだ
さい。

これより下段はKJH⼊⼒欄
です。

2枚目もご提出ください



■委任状の記載方法

九州住宅保証のホームページ　委任状掲載ページ
https://www.kjhc.co.jp/download.html#shoenetekihan

「各種ダウンロード」画面上段に掲載しています。
弊社他サービスも含めた委任状です。
Excel下段のシートより「省エネ適判」を選択して
いただきご利⽤ください。

・確認申請と一致する必要があります。
誤字や不整合がないようにご注意ください。
・代理⼈は計画書第⼆面の「代理者」と
整合します。

・九州住宅保証の書式の
委任状で提出願います。



■設計内容説明書（住宅）の記載方法

九州住宅保証のホームページ　掲載ページ
https://www.kjhc.co.jp/download.html#shoenetekihan

「各種ダウンロード」画面中段に掲載しています。
建築物エネルギー消費性能適合性判定の欄、
「5.設計内容説明書」Excelシート下段より「設計
内容説明書（住宅）」を選択していただきご利⽤く
ださい。

・共同住宅等の場合、住⼾
番号（部屋番号）を⼊⼒
してください。※すべて同じ場
合は「すべて」と⼊⼒。

・⻩⾊・⻘⾊ハッチ部を⼊⼒してください。



■設計内容説明書（非住宅）の記載方法

九州住宅保証のホームページ　掲載ページ
https://www.kjhc.co.jp/download.html#shoenetekihan

「各種ダウンロード」画面中段に掲載しています。
建築物エネルギー消費性能適合性判定の欄、
「5.設計内容説明書」Excelシート下段より「設計
内容説明書（非住宅）」を選択していただきご利
⽤ください。

・確認申請書第四面の⽤途
を⼊⼒してください。

・⻩⾊・⻘⾊ハッチ部を⼊⼒してください。



 

  

計画書記入例 …記入が必要な箇所を示しています。  



  

備考欄に物件名の記載をお願いします。 

申請済/未申請いずれの場合も、申請先/
申請予定先の名称とその所在地を市町村
レベルで括弧内に記載してください。 
記載例：九州住宅保証株式会社 福岡市 



 

  ３.建築⾯積〜５.建築物の階数、７.工事種
別、８.構造については、対象となる棟の
確認申請上の情報を記載してください。 
※敷地単位ではありません。 

 

対象建築物の用途に応じて選択してくだ
さい。住宅と非住宅の用途を含む場合
は、複合建築物を選択します。 
（店舗等併用住宅は複合建築物です。） 

 

確認申請書第四⾯の工事種別と整合さ
せてください。 

建設地に応じた省エネルギー地域区分
を１〜８地域より選択してください。 

適合性判定の対象となる棟の工事着手
予定年月日、工事完了予定年月日を記入
してください。 



 

  

第四⾯（集約版） 
「非住宅建築物」の場合 

…記入が必要な箇所を示しています。  

※モデル建物法・標準入力法に応じて、入力箇所が変わります 
 

確認申請書第四⾯に記載の用途と整合
し、建築基準法施行規則別紙の表の用途
の区分に従い記入してください。 

「開放部分」とは、当該室（部分）の床⾯積
に対し、1/20 以上の常時外気に開放された
開口部がある室（部分）を指します。 以下
が明らかな場合は、床⾯積と同じ⾯積を記載
することでも支障ありません。  
・開放部分を除いたとしても大規模非住宅
の該当の判断に変更がないこと。  
・開放部分を除いたとしても 10 ㎡を超える
こと。 



 

  

・基準となる BEI 及び BEI の設計値を記入します。  
・大規模非住宅建築物に該当する場合は、基準となる BEI の記載に注
意してください。 

・設計・基準とも一次エネルギー消費量は「その他エネルギー」を含む
数値を記載します。 
・大規模非住宅建築物に該当する場合は、大規模非住宅建築物の基準値
を記載してください。 

非住宅建築物 
モデル建物法の場合 

非住宅建築物 
標準入力法の場合 



 

  

…記入が必要な箇所を示しています。  第四⾯（集約版） 
「共同住宅等」の場合 

「共用部分」とは、住宅の共用部分です。 

「開放部分」とは、当該室（部分）の床⾯積に
対し、1/20 以上 の常時外気に開放された開口
部がある室（部分）を指します。  
開放部分を除いたとしても 10 ㎡を超えること
が明らかな場合は、床⾯積と同じ⾯積を記載す
ることでも支障ありません。 

住宅共用部は外皮基準が適用外であるため、 
該当する申請の場合にチェックしてください。 住宅用途の共用部については計算を省略する

ことが可能です。 
以下より選択してください。  
・第１号（共用部計算あり） 
・第２号（共用部計算なし・省略） 



 

 

 

 

  

第五⾯（集約版）「共同住宅等」の場合 

※次の点を踏まえて、住⼾ごとに各項目を記載してください。 
 
【専用部分の床面積】  
当該住⼾の専有部分の床⾯積を記入してください。 
省エネ計算上の⾯積とは異なる場合があります。  
【外皮平均熱貫流率(UA 値)、冷房期の平均日射熱取得率(ηAC 値)】  
計算書に表示された値を転記してください。 
仕様基準又は誘導仕様基準の場合は空欄としてください。 
【設計一次エネルギー、基準一次エネルギー】  
計算書に表示された「その他エネルギー」を含む数値を[GJ]で転記してください。  
【その他エネ】  
計算書に表示された「その他エネルギー」を[MJ]で転記してください。 
【BEI】  
計算書に表示された値を転記してください。  

・一次エネルギー消費量、BEI、設計一次エネ、基準一次エネは第五⾯の入力により自動計算さ
れます。  
・外皮基準値を入力してください。  
・住宅共用部については、「共用部計算あり」を選択した場合には標準入力法の計算書より転
記してください。 



  

(外皮：仕様基準)+(一次：標準計算) 
の場合 

・設計・基準とも一次エネルギー消費量は「その他エネルギー」を含む数値を計算
書から転記してください。BEI は計算書に表示される数値を転記してください。 
・外皮が仕様基準・誘導仕様基準の場合、外皮設計値の記載は不要です。外皮基準
値を入力してください。 



 

 

計画書通知記入例 

・行政庁での文書管理番号の発番日について、該当があ
る場合に記入してください。 
※該当がない場合は未記入としてください。 
なお、建築基準法における計画通知番号ではありません
ので注意してください。 

当社への申請日 


